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新
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に
語
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定
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が
定
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に
掲
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さ
れ
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、読
解
力
が

試
さ
れ
一
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ね
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な
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が
多
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。敵
わ
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問
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あ
り
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戦
に
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覚
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思
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。

　
語
彙
で
は
、こ
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文
芸
欄
に
多
様

な
言
葉
を
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て
投
稿
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と
こ

ろ
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べ
た
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創
作
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れ
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。
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。
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ク
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あ
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。
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句
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。
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立神峡だより
竹林の再生と整備に打ち込む立神峡里地公園フタッフ

　公園内でうっそうとしていた竹林が、スタッフの汗と努力により見事に再生されました。お
よそ、1000本の孟

もうそう

宗竹
ちく

を切り倒し分割したら、4000本にも上る竹をチェンソ－を使って切り
重ね、見事に里山の再生が達成されました。ここ里地公園で、私たちの過去の経験を生かせ
たことを嬉しく思います。常に、危険と隣り合わせの作業でしたが、安全管理・救護体制・連携
作業によりできたものと考えています。引き続き整備に取り組みます。
　太陽が燦 と々降り注ぐ里山で、皆さまのお越しをお待ちしております。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲うっそうとした竹林が ▲見事に再生しました

▲龍神橋に鯉泳ぐ

▲夜はライトアップで幻想的な夜桜を堪能してください

今年も龍神橋に鯉のぼりが泳ぐ

立神峡公園は桜が満開

　ご自宅に眠っている鯉のぼりを募集したところ、今回
も多くの人から寄贈があり、おかげさまで今年も吊り橋
に鯉のぼりを泳がせることができました。紙面をお借り
して感謝申し上げます。鯉のぼりは観光客へのおもて
なしに一役買っており、特に最近は、ベトナムやタイか
らの観光客が毎週のように訪れるので、国際交流にも
役立っています。立神峡の渓谷美とマッチして悠々と泳
ぐ鯉のぼりを、ぜひお孫さんと見学にお越しください。

　立神峡公園は、桜ヶ丘にも引けを取らないくらいの桜
の名所と知る人は意外と少ないのではないでしょうか。
　この便りが届く頃には丁度、桜が満開になっている事
と思います。清流氷川の川面に咲き誇る桜を見ながら
の公園散策はいかがですか？


